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平成27年4月2日（木）　　　　　司会：慶長　孝太　　記録：川井　さと子
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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞
・種本サハ　様～4/2（木）10:00から区分認定調査実施。場所は青陽館2階ミーティングルームで櫻田が参加予定。
・東海林康之様～4/2（木）14:00からサービス担当者会議実施。場所は青明舎2階で三浦が参加予定。

・第7回院内研修について

日時：4/8(水) 4/9(木)17:30～18:30　場所：メンタルケア病棟4階　メモリアルホールテーマ：｢転倒・転落を起こしやすい薬剤および留意点について｣
講師：黒澤　雅広　薬剤師
当日の出欠予定を各自で入力すること。

＜利用者様情報＞
・溝越　キク様　～本日来所されているが早めに帰宅したいと訴えている。理由を尋ねるが「いろいろ忙しい」と話される。詳しく尋ねると、お姉様が自宅を訪問し掃除をしてくれるとの事。お姉様には早めに帰宅すると伝えてきたと話される。訪問看護よりデイケアに行きたくないと話していたとの情報あり確認すると「トイレに行き席を離れると座る所がなくなっている」「自分は入ったばかりだから、下座に座らなければいけない」と話される。また、作業を行う際に本人と特定スタッフが個別で対応を行っていない事にも不満を話される。

　　　　　　　　　今後の対応として、本人が座りたい席を事前に確保することや、作業（マスコット作り）はどのスタッフでも対応出来る事を本人へ伝え、デイケアは楽しみの場として利用していただくよう説明していく。

・青木　紀子様　～本人より電話連絡あり。鼻血が出た事や頭痛、めまいと気分の沈みがあると話されている。自宅で寝ていたいと思ったが、同居人から自宅で過ごす事でますます症状が悪化すると促され来所したとの事。来所時は顔色悪く、表情は冴えない様子で、来所後すぐに静養室で休まれている。生理痛で処方されているポンタールを頭痛で服用しても良いのかとスタッフに相談している。効果について本人へ説明し、服用している。

・北村　奈美様　～本日は早めに来所出来ており「お母さんが喜んでいた！」と表情良く話されている。継続して来所出来た事を評価すると「もう癖になった！」と話し、他者との交流も多く見られている。今後、他者との交流が多くなった事で、対人関係でトラブルが発生すると考えられるため、交流の様子観察していく。

・古川　富蔵様　～昨日、水の飲みすぎのため下痢したと話されていたが、本日は下痢や腹痛はないと話されている。

・種本　サハ様　～来所時にデイケア男性メンバーへ「もうすぐ居なくなるから」と袋を手渡している。中身は、目覚まし時計・電池・千円。物のやり取りは禁止となっていることを本人へ伝えている。本人がグループホームを退所する予定となっている事で、気分の高揚が見られており、他者へ物をプレゼントする行為が多くなると思われる。物のやり取りは禁止となっていることを本人へ伝え、トラブルとならないよう観察していく。

＜外来情報＞
・なし

カンファレンスシート（木村　正子　様）　

実施日：H27年4月2日（木）13：30～14：00

担当チーム：佐々木･慶長

参加者：慶長、川井、戸賀沢、油津、服部　　　　　　　

検討内容　

	氏名
	木村　正子　様
	性別
	女
	年齢
	64
	生年月日
	S25.8.2

	主病名
	躁病
	合併症
	高血圧、糖尿病

	治療方針（医師の指示）
	基本的な生活習慣の修得、身体機能の維持･向上、対人関係の改善、作業能力･持続性の向上、病識を身に付ける

	本人希望
	病状の安定

	家族希望
	デイケアを続けてもらいたい

	入院歴
	計　8回（最終：H26年7月11日～H26年11月6日）

	通所歴
	1回目

· 前回：　年　月　日～　年　月　日

· 今回：H26年11月10日～現在　　（週3回/月･水･金曜日）

	その他サービス利用
	訪問看護（毎週木曜日）

	住居：自宅
	家族構成

夫、息子様と3人暮らし

	利用制度


	精神障害者保健福祉手帳　なし
	年金　級

老齢基礎年金
	他（自立支援、介護保険、重度医療等）



	備考：事例検討に必要な情報を記載


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	病状の安定と現在の生活を維持する。
	①継続した通所利用が出来るようになる。
	①通所の環境に慣れ、利用日には通所する。


	①利用日には通所し、困った事や分からない事は確認する。通所利用のルールを守り、行動前に相談する。自分の考えで行動してしまうことがある為、本人にわかりやすく説明し、突発的な行動があった場合は、行動を振り返る。

	
	②不調や不安に対処できるようになる。
	②不調や不安に気付いたら、スタッフへ相談する。
	②不調や不安があった時には、自分から相談できるようになる。本人の話を聞き、訴えに対する適切な対処方法を一緒に検討していく。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状
	今後の対応

	①通所の環境に慣れ、利用日には通所する。


	・H26.11/10(月)よりデイケアの利用を開始。緊張しているようで「慣れるか心配」「無理だったら、デイケアの回数を減らそうかと思っている」と話していた。夫様との距離を保つ為にも、現在の利用回数を維持することを勧めており、不調・疲労感がある際には相談することとしていた。
・多趣味でとの事、エアロビクスに積極的に参加される。
・利用日にスタッフに断らず急に帰宅されることがあり、理由について「今までにないくらい便が出たから帰った」と話されている。
・デイケアは長期休養中だが、利用再開について「暖かくなったら」「春まで休みたい」と拒否的な発言は聞かれていない。
	外来受診時に定期的に本人と面談を行っているが、利用再開について「暖かくなったら行きます」と話し、拒否的な発言は聞かれていないため、夫様との関係性が悪化しないためにも週1回のデイケア利用から始めてみるよう説明していく。

	②不調や不安に気付いたら、スタッフへ相談する。
	・H26.11/24(月)本人と夫様がデイケアに来所し、「具合悪い」「デイケア辞める、ここに来るとストレス溜まる」「家でもストレスが溜まる」等と訴える。

・服薬は夫様が確認。内服出来ており、睡眠・食事ともに良好。自宅では臥床していることが目立っているとのこと。

・本人へ週3日が大変なのであれば、とりあえずデイケアの環境に慣れるまでは週１回でもいいので来所してみてほしいこと、自宅で過ごす時間を減らす為にも利用してはどうかと説明するが、納得は出来ない様子。（夫様としては、「デイケアを続けてもらいたい、週１回でもいいから行ってほしい」と考えている）
	

	その他
	・H26.11/25(火)主治医へ｢デイケアには若い人ばかりでストレスが溜まる｣等訴えており､デイケア休養を希望。主治医の許可を得て､デイケアを休養とし､様子観察していくこととなる。火曜日外来､木曜日訪問看護の利用は継続し､必要に応じてデイケアを再開していくこととしている。

・H27.1/15(木)現在、デイケアを休養のため欠席されているが、訪問看護で訪問した際に特に病状の変化は見られないとの情報ある。担当医から、夫様との関係性が悪化しないためにもデイケア利用を促すと「暖かくなったらデイケアに行きます」と話されているとの事。

後日、外来受診日に本人と面談を行い、デイケア利用について話し合っているが、現在は体調が良く、ボウリングや外出して過ごされているとの事。「暖かくなったらデイケアに行きます」と話され、デイケア利用について拒否的な発言は聞かれていない。
	定期的な通院はできている。利用再開した際には、情動の変化等、病状の観察を密に行い、必要時に関係機関と連携を図り、対応を行っていくこととする。


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	病状の安定と現在の生活を維持する。
	①継続した通所利用が出来るようになる。
	①通所の環境に慣れ、利用日には通所する。


	①利用日には通所し、困った事や分からない事は確認する。通所利用のルールを守り、行動前に相談する。自分の考えで行動してしまうことがある為、本人にわかりやすく説明し、突発的な行動があった場合は、行動を振り返る。

	
	②不調や不安に対処できるようになる。
	②不調や不安に気付いたら、スタッフへ相談する。
	②不調や不安があった時には、自分から相談できるようになる。本人の話を聞き、訴えに対する適切な対処方法を一緒に検討していく。


